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The 2022 annual conference on November 6 is going to be reflected in this newsletter     

with focus on Q&A in each presentation. Socrates’ remark “The unexamined life is not 

worth living” suggests that the key to finding the truth is in asking questions. It must be   

also true and necessary when educational and research findings are further explored. The exchanges 

of Q&A in the conference are worth listening to! Some excerpts of Q&A below will give you a special  

and additional opportunity to better understand the contents of each presentation.  

 

§講演「文学を教材にした英語の授業」by畠山 研 氏  

 

Q. 最初にまずびっくりしたのは英文学の授業の中で小

説を読む話だと思っていたら、理工学部の学生に教えて

いる授業だということです。学生に文学を読むことの楽

しさを伝えられるのは立派な試みだと思います。アルメ

ニア移民の物語で、移民が受けてきた暴力や背景に戦争

があって生きていく移民の人たちのほのぼのとした暮ら

しが一番心にくるような作品だと思いますが、移民の歴

史とか暴力の歴史とか、戦争の歴史とかで、学生に伝え

たこととか伝えたいと思ったことがあればお聞きしたい

と思います。             （by 大西洋一） 

 

A. 映画化もされているので、ストーリーはまとまってい

ると思います。とは言え、文法を正確に理解するだけで

も大変で、その上、文法・文構造をわかっても納得でき

ないところもたくさん出てくると思います。何か違和感

を感じたり、うまく読めなかったりしたところはなかっ

たかをたずね、それらを説明するところから読み始めま

した。小説のオリジナル版とリバイズド版の二つを比較

して、なぜサローヤンが書き直すときにここの部分は手

を入れて、こっちの部分は手を入れずに残したのかとか、

二つのテキストの比較は文学研究らしいかなと思ってい

ます。単純に読んでもストーリーが分かっただけで、な 

 

かなかそれ以上行けませんでしたっていう学生には、こ 

ういった比較の作業をさせて、何か研究テーマを見つけ

て欲しいなあと思いました。ただし、今回は英文を読み、

ちゃんと情景が頭の中に浮かぶかどうかという事に重き

を置いていたので、なかなか伝えたいことは見つけられ

なかったですね。もし時間がもう少しあったら、伝えら

れればよかったなと思いました。 

 

 

§Keynote Speech “Using Instructional Conversations 

for Equitable Participation to Promote Students’ 

Complex Thinking and English Language Learning”  

by Professor Lois Yamauchi  

 

Q. I have a question about “equitable participation by 

tangible products.” I wonder if there is any difference in 

learning outcome between with and without tangible 

products? What's the merit that is brought by tangible 

products? And is the effect expected for older students as 

well?                            (by Masako Sasaki)

A. The tangible products we find in our research are very 

helpful for people who are learning another language and 
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also with young learners. So those two groups seem to 

really benefit. But I think I feel everyone benefits. The 

reason is that when you're doing something together, you 

often talk. So I think it's kind of natural for us, kind of 

talking in a casual way as we're making things together. 

Some of the preschool teachers that I've worked with, for 

example, they like to do cooking, cooking with the 

children they work with because they have lots of new 

vocabulary that they can introduce. But also then it 

naturally leads to people saying, “What should we do 

next?” or “Can we do this?” If you imagine with adults, 

when you're saying older or even high school students, 

yes, we can have a conversation. And in my classes, 

usually we're sitting at a table and we're just talking about 

a reading. But sometimes I ask them, “OK, let's make a 

chart.” or “Let's write things down.” Even just that action 

of together, we're going to create something. People get 

more involved and they tend to let go, I guess, of some 

routines that we develop in the classroom, like raising my 

hand. So in instructional conversation, ICEPS, we try to 

say “Don't we want the students to just talk spontaneously, 

so don't have to raise their hand.” But even my students 

will say, “Oh professor, ...” And I’ll say, “Oh, just go ahead 

and talk to each other, too.” So it's hard for us to let go of 

that. So I think when we're creating something together, 

then we tend to, like, forget and we think of what it might 

be like when we're making something with our family or 

friends or, you know, So I think that's part of it and. For 

the younger students and with people who are learning a 

language, it allows them to manipulate things. So maybe 

they don't have the words, but they can participate 

through action. So I think it's really a great thing. You can 

add the tangible product for everyone. 

 

Symposium         

English Language Education  

From Global Perspectives With Three Is: 

Intercultural, Interactive, and In-Depth Learning 

グローバル視点からの英語教育－「異文化間」 

「対話的」「深い学び」Three Isの充実のために 

4名のシンポジストの方から発表をいただきました。司

会のひとり堀井明日香さんの感想も加えて振返ってみま

す。 

§シンポ(小学校)“A Design of Content and Language 

Integrated Learning for Elementary School Students”                 

by Serena Otomo 

 

CLILを用いた小学生対象のオーストラリアのヤーラリン小学

校との国際交流の実践について紹介していただきました。

授業を行うごとに、子どもたちが文化の違いに気がついたり

交流を楽しんだりしていたというお話を聞き、CLILを活用し

た授業は小学生の子どもたちにより深い学びを提供する１

つの手段になりうると感じました。質疑応答では、どのように

ヤーラリン小学校とコンタクトを取ったかなど、交流の場の準

備についての質問が寄せられました。   (by堀井明日香)  

 

Q. 必要感、価値のある学びを大切にしています。この

日々の授業における必要感、価値とグローバルな視点と

の接点は作りにくい部分があるため、海外の小学校との

交流授業は授業外のイベント的なものになってしまいが

ちです。実験結果として、児童の喜びが大きかったこと

とインタラクションが増えたことが結果として示されま

したが、実際の普段の授業との関連で、気付いたことや

提案はありますか。   （by山﨑麻絵・佐々木雅子） 

 

A. 今回の実験授業は、教科書を用いず私のオリジナル教

材を使用したため、普段の授業との関連が強い状況での

実践ではなく、CLILの枠組みの中で主に内容中心に行っ

たので、日本語も多用されました。そこが課題であると

認識しています。 

 

 

§シンポ(中学校)「子どもが主体的に思考・判断・表現

する言語活動の実践」       by 小竹 真史 氏 

 

中学校での授業実践を発表していただきました。言語活動

の中で、子どもたちの伝え合いを豊かにするために、子ども

たちを「揺さぶる」ことを大切にされているとおっしゃられて

いたのが心に残っています。英文の裏側にあるもの（道徳的

価値や文化など）を考え、伝え合う学習活動を作っていきた

いと思いました。質疑応答の中で、「読むこと」中心の授業に

言語活動を取り入れるには、領域統合型の授業づくりが求め

られるという意見が出ていました。      (by堀井明日香) 

 

Q. 生徒同士の交流が面白いと思い質問します。今回は小

竹先生の方から設定して生徒が動いてるような感じに見

えたのですが、ざっくばらんな生徒と先生とのやり取り



とかできるといいなあと思いました。遊びの部分を設定

する余地などあれば教えてもらえればと思います。                             

（by菅原芳行） 

 

A. 魅力的な課題作り、例えば生徒たちが自分のことば

で課題を設定するようことができればいいなと思って

はいます。もちろんそういったことも、英語の授業の

中で大切なポイントの一つではあると思います。生徒

にどんなことばを言わせるかもちろん大事なんですが、

教師がどういうメッセージを送るかっていうことも、 

私は結構大事だなと思ってます。こちらが何を伝えた

いかっていう ことをしっかりと思って授業すること

が大事な部分だと思っています。生徒たちが気づき、

自分達の言葉でその授業の課題となる言葉を導き出せ

ればもちろんそれはいいですし、まあそこに時間をか

けるか、もしくは、アウンサンスーチーさんの生き方

についてどう思うかということをペアで話し合うこと

に時間をかけていくか。同じ50分しかないので、どち

ら重きをおくか考えていく必要があるかなということ

は思いました。 

 

 

§シンポ(高校)「タイの姉妹校とのオンライン交流会に
ついて」  by 長里 加奈子 氏・グレン＝ティモニー 氏 

 

タイの姉妹校とのオンライン交流会の実践を紹介していただ

きました。コロナ禍でも姉妹校と交流するために、新しい取り

組みとして、オンライン交流会を始められたと聞きました。オ

ンライン交流会を経て、生徒たちが自分の英語が伝わること

の嬉しさや楽しさを感じ、英語を使うことに自信を持ったと聞

き、同年代同士の国際交流は、小学生から高校生までどの

年代でも英語学習のモチベーションを高める可能性がある

と感じました。                       (by堀井明日香) 

 

Q. 由利高校でも海外の学校とのオンライン交流を今年

ちょっとやっているところです。鳳鳴高校さんの方で年

に 4 回計画をされ、英語部ですかね、希望者が放課後に

行っていたということですが、その参加した生徒たちが

その後、授業でその経験を発揮できる場があるのでしょ

うか。また、トピックを決めていたということですが、

本校でも最初に行った時は、簡単な例えば趣味だとか好

きなアイドルだとか、話しやすいものから始めましたが、

だんだん高校生らしい内容があるものにしていくにはど

うしたらいいのか考えていたので、アドバイスというか

実践がありましたら教えていただければと思います。            

（by 大須賀弥生） 

 

A. 一つ目の質問の希望者や英語部で参加した生徒が授

業で その後活躍する場があるかということなんですけ

れども、正直に言うと、それと授業を結びつけるのがや

はり難しくて、授業は授業、交流は交流という感じにな

っていますが、いずれ授業の方ではディベートですとか

話す活動を行う際に、中心的なメンバーになってくれた

り、ディベートの方で頑張ってる生徒が飛び入りでタイ

の交流に参加したりというふうに、英語を頑張ってやっ

てる同士のネットワークは広がってきて、全体的な意欲

の高まりも見られるようです。学年全体ではないんです

けれ ども、例えば英検の上の級を受けてみようとかいう

ような雰囲気の高まりは感じます ただ、普段の授業との

結びつきがやっぱり課題だなというふうに思っています。

二点目のトピックについても、これも全く同じ悩みなん

ですが、昨年の最初はトピックをまず決め一回目やって

みて で、そこで生徒たちが話し合った内容について、じ

ゃあ次回どんなことを話したいかっていうのを生徒から

吸い上げて、次のトピックを決めるというふうな感じで

進めていたので、あまりこちらから難しい内容でという

ふうには昨年はしていませんでした。今後難しくしてい

ければいいかなと思うんですけれども 、本校で最初スー

パーハイスクールでやっていた時は、理数科の研究発表

などを英語でタイの生徒に向けてやっていたんですけれ

ども、かなり準備しないとできないような英語のレベル

で、それはそれで勉強になったんですが、このカジュア

ルな方が参加する生徒が多く、即興性も高いというか、

言いたいことを言うっていうふうにはやりやすいかなと

いうふうに考えていて、難しい内容でオンライン交流す

るのをちょっと今ためらっているところです。難しい内

容については授業内のディベートで行っています。 オン

ラインで音声がよく聞こえなくて、聞き取るのも難しい

ということもあります。  

 

 

§シンポ(大学)「英語教員が非英語教員に聞くフィール

ドワークの可能性」     by 畠山 研 氏・東方 悠平 氏 

 

東方先生のベトナムでの異文化理解の実践について畠山

先生がインタビューする形で報告していただきました。

アートを作るためには文化背景に対しての理解が必要で、

そのために英語が必要であることを学びました。学習者

に英語を学ぶ必然性があると、英語学習の効率が高まり

そうだなと感じました。また、フエ美術大学の英語の授

業でのベトナム人と大学生とのオンライン交流を行った



際、foodや artなど、自分の生活や興味に近いものの違

いについて興味を持ちＱ＆Ａを行ったと聞き、児童・生

徒の興味があるものから異文化理解を深めることができ

るのだなと感じました。               (by堀井明日香) 

 

Q. クラシックなものよりも現代アートの方が、英語教育

の拡大や国際語の拡大を含め、やりやすいのでしょうか。 

（by 三宅良美） 

 

A. 現代アートの世界ではコンセプトがもう結構走り出し

ており、文化の多様性といったものを引き受けて、クリ

ティカルな意見を表明するようなことが、結構今全面的

に出てきているような状況があると思っています。例え

ばベトナムで毎朝みんながコーヒーを飲んでいるという

ようなトピックを一つ取ると、学生も入って来やすく、

わかりやすいところがあると思うんですけど、じゃあな 

んでコーヒーを飲んでるのかというと、それはフランス 

 

の植民地時代にプランテーションが作られて、そこで作 

られてきた歴史があります。また、甘くするっていうの

は、ベトナム流のまあブリコラージュと言いますか、ベ

トナム人がまたそこから自分たちの生活スタイルに組み

込んでいっている部分もあったりして、単純な植民地と

非植民地という形で作られないような物事もそこにはあ

る、ということになります。それをコーヒーとかカフェ

というような切り口で学生に伝えられるというか、フッ

クとしてみせるというようなことがアートの面白さだな

と思っています。主体性の学びみたいなものと関連させ

ますと、一見外に出ているようなものから、いろいろな

コンテクストとか歴史とか文化的な背景があることを学

生が気づくことができれば、物事の見方や考え方を学ぶ

ことができるんじゃないかなというふうに思っています。

単に情報とか知識を伝えるというよりは、考え方を伝え

るっていうようなことを授業でできればいいなと思って

いました。             （by 東方悠平） 

  

 

 
 

elated to the 2022 annual conference, this 10th on-line café seminar on March 24, 2023, featured foreign 

language education with emphasis on intercultural exchange and its effects on language learning. The   

one-hour session was very meaningful. It passed so quickly! Part of Sato Chio san’s and Otomo Senerena san’s 

presentation slides and the participants comments would surely get us interested in intercultural communication 

in English education. 
 

 
Theme：オーストラリアから見た英語教育： 
バイリンガル教育と日本語教育を通して 

 

発表者(1) 佐藤千歩さん  

所属：シドニー日本人国際学校https://sjis.nsw.edu.au/ja/ 

タイトル：「バイリンガル教育の成果や課題 ～英語教育

と日本語教育の両視点から～」 

概要：日本とオーストラリアの２つのカリキュラムが共

存する学校での子どもたちの実際の様子を伝え、バイリ

ンガル教育における成果や課題について発表しました。

 

 

 

R 

https://sjis.nsw.edu.au/ja/


 

 

 

 

 

 

発表者(2) 大友静伶菜さん  

所属：英語教育コース4年（当時） 

タイトル：「オーストラリアでの留学経験から考える小

学校英語教育」 

概要：3 週間のオーストラリアでの語学留学期間中に、

現地の小学校に行き日本語の授業を参観することがで

きました。小学校英語教育の観点から、現地の生活や小

学校で感じたこととそこから得たことを発表しました。 

 

 

 

 

Comments by participants 

 

I appreciate attending the online cafe seminar. I’m so 

inspired by the presentations from Chiho san and Serena 

san. Both of them are active in improving their English 

language and teaching skills. It was an excellent 

opportunity for me to think about how we teach English 

to students. Chiho san's presentation was very interesting. 



Her teaching experience reminds us of how we foster 

students mentally and psychologically with English as the 

second language in Japan. Moreover, it encourages us to 

ensure educational equality as students have many 

varieties of backgrounds. Serena san's story was 

encouraging. Her staying in Australia for 3 weeks will 

enable her to teach multicultural understanding to 

students well. The presentation helps us tell our students 

the joy of communication with people all over the world 

in English. Above all, their fantastic stories make me so 

happy and empower me. I'm looking forward to the next 

meeting. Thanks again for all of you preparing for this 

seminar.                          (by Jun Takahashi) 

 

 

金曜日の発表では具体的に外国で国際学校で活躍してい

る先生と留学生の貴重な経験を聞かせてとても興味深い発

表でした。Chiho さんの発表を聞いて、教育の面で外国と日

本の懸け橋に難しさを感じました。考慮すべき多くの変数が

あります。教科書の選択など現実的な問題だけでなく、子ど

ものアイデンティティに関わるより深い問題があります。二重

のアイデンティティを持つ子供たち（この場合は日本人

とオーストラリア人）を育て、育成するという仕事がい

かに刺激的であると同時に複雑であるかを実感しました。

Serena さんの発表から留学の経験が大事だと改めて確認し

ました。外国にいて、物を見るだけではなく、いろんな国の

外国人と関係を築くことも非常に重要です。そして何よりも、

その経験で感じた熱意は将来の教師にとって重要かつ必要

な武器です。先生はそれを生徒に伝えることができるからで

す。               (by Maria Carlotta Avanzi) 

 

 

今後の小学校外国語教育の在り方について深く考える大

変貴重な機会となりました。また、自分自身興味のあっ

たオーストラリア日本人学校について佐藤千歩先生から

お話しを聞くことができ光栄でした。ありがとうござい

ました。今回のカフェミーティングから「環境」につい

て学べたように思います。佐藤千歩先生の発表では、子

どもが友達ともっとなかよくなりたいという強い気持ち

から英語を話せるようになりたいと思うようになったと

ありました。私自身も留学経験から英語で深い話を友達

とできるようになりたいという気持ちが強くなりました。

子どもが英語を話したい学びたいと思えるようなワクワ

クさと必然性のある環境をどのようにしてつくっていく

かが大切であると改めて感じました。自分の留学経験や

今回のカフェミーティングから感じたことを大切にして

春から実践していきたいと思います。   (by大友静伶菜) 

 

 

今日の発表をとおして、日本の英語教育のヒントになる

ものはないか、とても考えながら準備をしました。そし

て、学校での出来事を整理しながら、英語を教科（目的）

として学ぶ日本とコミュニケーション（手段）として学

んでいるSJISの児童との差に、「環境が全てなのではな

いか。」と落ち込みかけました。しかし、静伶菜さんの

小学校英語教育への若さ溢れる意欲に、とても感化され

ました。現状を嘆くのではなく、諦めずに自分にできる

こと、自分のしたいことに取り組んでいこうという自分

の中の意欲を思い起こすことができました。「日本での

授業に生かせることがないか」ということを心に留めな

がら、残りの派遣期間を過ごしていきたいと思います。

本当にありがとうございました。     (by佐藤千歩) 

 

～ 次回のon-line cafe seminarも企画中です。取り上げて

ほしいテーマ等、ご要望等受け付けております（連

絡先：shimazak@ed.akita-u.ac.jp佐々木雅子）。不定

期開催ですが、是非ご参加ください。～ 

 

 

メールアドレスの登録のお願い 
学会からの連絡や情報をお届けいたしますので、是非メー

ルアドレスをお知らせ下さい。 こちらから登録可能です。    

 

 https://forms.office.com/r/xSKzW9i7Bq  

  

  

Ten months have already passed since the 23rd 

newsletter was issued. During the intervening 10 

months, ChatGPT, which was released on November 

30, 2022, has had and will continue to have an impact 

on English education as well. Let us share our thought 

and ideas about its influence sometime. 
Editorial board:  

Yoshimi MIYAKE, Adrian PATERSON, 

 Ken HATAKEYAMA, Masako SASAKI

mailto:shimazak@ed.akita-u.ac.jp
https://forms.office.com/r/xSKzW9i7Bq


 


